
　

７
月
６
日
、
当
局
は
岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
議

長
代
行
：
村
上
智
加
子
高
教
組
委
員
長
）
に
対
し
、
「
職
員

の
定
年
年
齢
を
65
歳
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
」
内
容
の
提

案
を
行
い
、
２
０
２
３
年
４
月
施
行
に
向
け
、
９
月
議
会
に

条
例
提
案
し
た
い
旨
説
明
し
た
。
提
案
を
受
け
地
公
共
闘
は
、

労
働
者
の
立
場
か
ら
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備

に
向
け
、
交
渉
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

日
配
品
は
じ
め
、

飲
料
水
、
こ
れ
も

あ
れ
も
高
く
な
っ

て
き
た
▼
小
麦
に

関
し
て
は
政
府
売

渡
価
格
が
昨
年
４

月
に
は
５
・
５
％
、

10
月
に
は
19
％
、

今
年
の
４
月
に
は

１
７
・
３
％
、
実
は
こ
の
間
の

値
上
が
り
は
日
本
が
輸
入
し
て

い
る
北
米
や
豪
州
の
不
作
が
原

因
と
い
う
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
世
界
３
割
の
小
麦
輸
出

を
占
め
て
い
る
が
、
日
本
は
そ

の
地
域
か
ら
輸
入
し
て
い
な
い

と
は
い
え
、
世
界
の
供
給
量
が

減
っ
た
分
、
今
年
10
月
の
さ
ら

な
る
価
格
の
上
昇
は
避
け
ら
れ

ま
い
。
一
方
で
国
産
の
小
麦
は

過
剰
感
が
あ
る
そ
う
だ
。
理
由

は
品
質
や
収
量
も
地
域
で
ば
ら

つ
き
が
大
き
く
品
質
調
整
が
難

し
い
と
い
う
▼
こ
れ
か
ら
国
内

産
を
、
と
言
っ
て
も
す
ぐ
に
応

需
で
き
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

い
つ
で
も
買
え
る
か
ら
と
、
農

家
の
保
護
な
り
育
成
を
怠
た
り
、

減
反
を
推
進
し
後
継
者
問
題
に

向
か
い
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
政

府
。
私
も
自
称
農
家
の
後
継
者
。

先
日
、
農
家
の
知
ら
な
い
お
じ

さ
ん
（
私
こ
と
は
知
っ
て
い
る

ら
し
い
）
に
、
「
い
つ
ま
で
親

父
が
や
れ
る
と
思
う
？
そ
ろ
そ

ろ
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
」
と
揶
揄
さ
れ
た
▼

い
ず
れ
は
と
考
え
て
早
10
年
が

経
つ
。
私
も
無
策
で
は
い
ら
れ

ま
い
。
物
価
高
で
も
給
料
が
上

が
ら
な
い
現
状
、
今
回
の
選
挙

で
未
来
が
変
わ
る
だ
ろ
う
か
。
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▲初当選を祝う万歳三唱の鬼木まこと（写真左から２番目）

【
定
年
年
齢
】

●
職
員
の
定
年
年
齢
（
現
行
60

歳
）
を
65
歳
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
。
（
図
１
参
照
）

【
60
歳
に
達
し
た
職
員
の
給
与
】

●
給
料
月
額
は
、
60
歳
到
達
後

最
初
の
４
月
１
日
以
降
適
用
さ

れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
の
７

割
と
す
る
。

●
期
末
・
勤
勉
手
当
等
の
定
率

の
手
当
は
７
割
を
乗
じ
た
給
料

月
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
る
。

●
退
職
手
当
は
、
60
歳
以
後
の

退
職
は
自
己
都
合
退
職
で
あ
っ

て
も
定
年
退
職
の
支
給
率
を
適

用
す
る
。
（
図
２
参
照
）

【
役
職
定
年
制
の
導
入
】

●
60
歳
に
達
し
た
日
の
次
の
年

度
か
ら
、
①
特
別
調
整
額
（
管

理
職
手
当
）の
受
給
者
、
②
①

に
準
じ
る
職
員
（
行
政
職
給
料

表
６
級
相
当
の
職
（
主
幹
・
技

術
主
幹
等
）
を
想
定
）
は
、
降

任
又
は
転
任
を
行
う
。
職
務
の

特
殊
性
に
よ
り
欠
員
補
充
が
困

難
な
場
合
等
は
、
①
・
②
の
職

に
留
任
可
。

●
役
職
定
年
制
に
よ
る
降
任
等

の
場
合
、
降
任
等
の
前
日
の
給

料
月
額
の
７
割
と
す
る
。※

特

別
調
整
額
（
管
理
職
手
当
）
は

支
給
さ
れ
な
い
。

【
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
の
導
入
】

●
60
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
退

職
し
た
職
員
を
、
定
年
年
齢
到

達
後
の
年
度
末
（
本
来
の
定
年

退
職
時
）
ま
で
の
間
、
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
し

て
再
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
勤
務
条
件
は
現
在
の
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
と
同
じ
。

（
週
15
時
間
30
分
〜
週
31
時

間
）

【
職
員
へ
の
情
報
提
供・意
思
確
認
】

●
59
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る

年
度
に
60
歳
以
降
の
勤
務
条
件

の
情
報
提
供
を
行
い
、
60
歳
以

降
の
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
。

（※

２
０
２
２
年
度
に
限
り
、

２
０
２
２
年
４
月
１
日
時
点
で

58
歳
の
職
員
に
対
し
て
同
年
度

中
に
情
報
提
供
・
意
思
確
認
を

行
う
。
）

　

６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日

投
開
票
の
参
議
院
選
挙
で
、
比

例
代
表
「
鬼
木
ま
こ
と
」

（
新
・
自
治
労
組
織
内
）
は
、

１
７
１
，
６
１
９
票
を
獲
得
し
、

激
戦
を
制
し
た
。
自
治
労
の
代

表
と
し
て
労
働
者
の
視
点
に
立

っ
た
政
治
で
の
活
躍
を
期
待
す

る
。
当
選
を
果
た
し
た
「
鬼
木

ま
こ
と
」
さ
ん
は
「
全
国
で
約

束
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
前
進
に
む
け
た
努
力
と
実

行
・
実
現
に
向
け
て
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
。
「
声
」
と
「
力
」
を
集
め

れ
ば
、
必
ず
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
確
信
を
共
有

し
た
い
。
改
め
て
、
託
さ

れ
た
も
の
の
大
き
さ
、
重

さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
そ
れ
に
応
え
得
る
努

力
を
行
っ
て
い
く
」
と
感

謝
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

一
方
、
２
期
目
を
め
ざ

す
岩
手
県
選
挙
区
「
き
ど

ぐ
ち
英
司
」
さ
ん
は
、
皆

さ
ん
の
強
い
支
援
に
も
関

わ
ら
ず
、
一
歩
及
ば
ず
議

席
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
結
果
を
受
け
、
物
価

高
情
勢
の
下
で
、
賃
金
抑
制
・

人
員
削
減
、
防
衛
費
増
額
・
軍

備
増
強
・
憲
法
改
悪
の
動
き
が

想
像
さ
れ
る
。
県
職
労
は
、
労

働
者
の
暮
ら
し
を
護
り
、
働
き

や
す
い
環
境
実
現
に
向
け
引
き

続
き
政
治
闘
争
に
取
り
組
む
。

今
後
の
各
級
選
挙
の
推
薦
候
補

者
の
必
勝
に
向
け
、
よ
り
一
層

の
団
結
と
結
集
を
要
請
す
る
。

定
年
65 
歳
に
引
き
上
げ
へ

２
０
２
３
年
４
月
施
行
に
向
け
労
使
協
議
ス
タ
ー
ト

▲定年延長について説明を受ける地公共闘団

▲定年延長に対する提案を行う加藤人事課長（手前）

第26回参議院議員選挙

比例代表「鬼木まこと」初当選!!
「きどぐち」氏議席に届かず

◆日時　
　2022年８月６日（土）10時30分～
◆場所　
　「宮古市民総合体育館スポーツフォーラム棟３階
　  大会議室」及び各支部書記局

・知事あて要求書提出・人事課長交渉
・管財課総括課長あて要請書提出
・農林水産企画室長あて要請書提出
・県土整備企画室長あて要請書提出
◆日時：2022年7月25日（月）10時30分～
◆場所：県庁舎内

　【図１】生年月日別の定年引上げイメージ

【図２】退職手当（基本額）の算定イメージ

岩　　　手　　　県　　　職　　　労 （昭和34年4月1日第三種郵便物認可）第1605号（1） 2022年7月15日 ●http://www.iwatekensyoku.or.jp

月2回刊＝1605号
2022年7月15日　発行
発行日 毎月15日30日

発　行　所
盛岡市内丸10番1号
岩 手 県 庁 内
岩手県職員労働組合
印　刷　所

盛岡市上田二丁目17 - 4
有限会社 ジロー印刷企画

一部 40円　
組合員購読料は組合費に含む



▲気仙支部の学習会のようす

一
関
・
気
仙
・
花
巻
・

　
　

宮
古
・
久
慈
支
部
が
体
制
確
立

気
仙
支
部
第
１
回
学
習
会
を
開
催

休
暇
制
度
と
共
済
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
理
解
を
深
め
る 齋藤裕之議長

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1605号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2022年7月15日（２）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

６
月
30
日
号
機
関
紙
４
面「
核

廃
絶
と
平
和
な
社
会
実
現
の
た

め
に
」
の
記
事
で
、
掲
載
し
た

み
ん
な
で
つ
く
る
職
訓
協
活
動
！

職
訓
協
第
46
回
定
期
総
会
開
催

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

一
関
支
部

支
部
長

栗
田　

哲
児
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

千
葉　
　

守
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

守
谷　
　

康
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

大
谷　

孝
文
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

書
記
次
長

播
磨　

基
州
（
県
税
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

佐
藤　
　

敬
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

村
上　

昭
樹
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

小
野
寺
恒
子
（
総
務
セ
ン
タ
ー
・
審
査
指
導
監

）

尾
形　

哲
哉
（
児
童
相
談
所
）

佐
藤
祐
里
江
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤　

嘉
彦
（
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤　

剛
教
（
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

佐
々
木　

勝
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木
春
彦
（
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

気
仙
支
部

支
部
長

尾
形　
　

茂
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

副
支
部
長

溝
上
賢
太
朗
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

大
槻　

康
幸
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
・
審
査
指
導
監

）

書
記
次
長

櫻
井　

秀
明
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

佐
々
木
律
子
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

多
田　

浩
美
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

東
城　

直
貴
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木　

悠
大
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
・
審
査
指
導
監

）

小
田　

哲
也
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

水
本　
　

歩
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

　

７
月
２
日
、
職
業
訓
練
職
員

協
議
会
第
46
回
定
期
総
会
が
矢

巾
町
・
産
業
技
術
短
期
大
学
校

で
開
催
さ
れ
、
２
０
２
１
年
度

の
運
動
総
括
、
２
０
２
２
年
度

運
動
方
針
及
び
役
員
体
制
を
確

立
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
松
尾
議
長

は
、
「
新
た
に
５
人
の
指
導
員

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
な

前
進
だ
っ
た
。
一
方
で
総
括
課

長
級
に
上
が
っ
た
職
員
は
お
ら

ず
、
今
後
県
職
労
全
体
の
行
動

と
連
携
し
て
勝
ち
取
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
場
環

境
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
休

ん
で
い
る
職
員
も
い
る
し
、
立

場
の
弱
さ
を
感
じ
組
合
に
加
入

し
た
会
計
年
度
任
用
職
員
も
い

る
。
不
安
が
あ
れ
ば
話
を
聞
い

て
も
ら
え
る
体
制
が
大
事
だ
。

組
合
は
、
み
ん
な
で
活
動
が
原

点
だ
と
思
う
の
で
、
横
に
手
を

つ
な
い
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

第
11
次
再
編
整
備
計
画
で
は
、

現
場
か
ら
我
々
の
声
を
ど
ん
ど

ん
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

小
田
嶋
中
央
執
行
委
員
長
が
定

年
延
長
に
関
す
る
状
況
報
告
と

連
帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
、
主
管
室
と
の

交
渉
に
つ
い
て
の
報
告
と
今
後

の
職
業
能
力
開
発
行
政
を
見
据

え
た
組
織
活
動
の
強
化
、
自
治

研
活
動
を
中
心
と
し
た
運
動
方

針
等
が
提
起
さ
れ
た
。
出
席
者

か
ら
は
、
再
編
整
備
計
画
に
関

連
し
た
情
報
提
供
や
方
針
補
強

の
意
見
が
出
さ
れ
、
学
生
指
導

に
関
す
る
情
報
交
換
も
行
わ
れ

た
後
、
活
動
方
針
が
全
会
一
致

会
計
監
事

片
寄　
　

剛
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

荒
木
ま
り
奈
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

花
巻
支
部

支
部
長

前
川　

伸
也
（
花
巻
土
木
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

佐
々
木
知
正
（
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

）

書
記
長

中
川　

理
恵
（
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

）

書
記
次
長

小
野　

演
彦
（
総
務
・
審
査
指
導
監
）

執
行
委
員

川
原　

淳
生
（
花
巻
空
港
事
務
所
）

大
村　

雄
哉
（
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

千
葉　

龍
志
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

松
原　
　

悠
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

内
田　

愛
美
（
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

）

山
本　
　

研
（
遠
野
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

）

佐
藤　

睦
子
（
遠
野
土
木
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

小
原
維
久
子
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

上
野　

美
咲
（
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

）

宮
古
支
部

支
部
長

高
芝　

俊
雄
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室

）

副
支
部
長

堀
間　

久
己
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

田
村　

達
博
（
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

加
藤　

伸
一
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

佐
野　

一
也
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

小
原　

善
一
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

齋
藤　

理
恵
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

森　
　

航
大
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室

）

佐
藤　

貴
浩
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

飯
田　

光
弘
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
税
室

）

中
村　

一
也
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

久
慈
支
部

支
部
長

多
田
野　

修
（
林
務
部
）

副
支
部
長

北
崎　

秀
典
（
水
産
部
）

書
記
長

深
澤　

明
子
（
久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

書
記
次
長

小
野
寺
皓
紀
（
土
木
部
）

執
行
委
員

坂
本　

透
信
（
経
営
企
画
部
）

刈
屋　
　

亨
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

関
根　

正
則
（
農
政
部
／
農
村
整
備
室
）

会
計
監
事

小
田　

尚
美
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

桜
庭　

孝
弘
（
林
務
部
）

　

６
月
30
日
、
気
仙
支
部
青
年

婦
人
部
は
「
休
暇
と
共
済
」
に

つ
い
て
学
習
会
を
開
催
し
、
19

人
（
新
採
用
５
人
）
が
参
加
し

た
。
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

か
ら
用
語
等
の
基
礎
知
識
か
ら

死
亡
・
入
院
の
必
要
補
償
額
の

考
え
方
、
貯
蓄
方
法
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
。

　

休
暇
に
つ
い
て
は
、
支
部
青

婦
部
佐
々
木
書
記
長
か
ら
、
〇

×

ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
休
暇
制

度
や
取
得
方
法
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
参
加
し
た
新
採
用
職
員
か

ら
は
「
基
本
的
な
こ
と
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
。
社
会
人
に

な
っ
た
ら
貯
蓄
を
始
め
よ
う
と

思
っ
て
い
た
が
、
具
体
的
な
方

法
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
」
「
貯
蓄
は
少
額
で
も
早
く

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
長
く
続
け
て

い
く
の
が
い
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
今
度
は
様
々
な
積

立
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
」

「
休
暇
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式

で
の
答
え
合
わ
せ
と
解
説
が
わ

か
り
や
す
か
っ
た
。
取
得
方
法

が
複
雑
だ
っ
た
も
の
も
あ
り
年

次
で
対
応
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
支
部

で
は
今
後
も
学
習
会
を
開
催
し

て
い
く
予
定
。

で
確
立
さ
れ
た
。

　

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
み
ん
な
で
つ
く
る
職
訓
協
活

動
！
認
め
さ
せ
よ
う
、
職
業
能

力
開
発
行
政
の
力
と
社
会
貢
献

を
！
」
が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
、

齋
藤
裕
之
新
議
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
運
動
前
進
を
誓
い

合
っ
た
。

　

新
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
。

・
議
長　
　
　
　

齋
藤　

裕
之

　
　
　
　

（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
副
議
長　
　
　

本
間　

義
章

　
　
　
　

（
産
技
短
水
沢
校
）

・
副
議
長　
　
　

下
堀　

時
男

　

（
二
戸
高
等
技
術
専
門
校
）

・
事
務
局
長　

長
門　

三
喜
男

　
　
　
　

（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
事
務
局
次
長　

鈴
木　

大
輔

　

（
宮
古
高
等
技
術
専
門
校
）

・
事
務
局
次
長　

田
中　

俊
行

　
　
　
　

（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
自
治
研
担
当　

佐
々
木　

治

　
　
　
　

（
産
技
短
水
沢
校
）

写
真
が
「
盛
岡
支
部
組
合
員
」

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
正
し
く

は
「
県
庁
支
部
組
合
員
」
で
し

た
。
お
詫
び
訂
正
し
ま
す
。

▲運動前進を誓いあった団結ガンバロー


